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１ 進捗状況 

 

（１）経営効率化 

   経営の効率化に向けた、具体的な数値目標に対する進捗状況は、平成２３年度

実績報告書（資料１）のとおりとなりました。 

 

（２）再編・ネットワーク化 

   再編・ネットワーク化については、県の富士・東部地域保健医療推進委員会で

協議され、その検討結果を踏まえ、平成２３年度が経過した時点で平成２４年度

中に市民の意見を拝聴しながら、平成２５年度までに最終的な判断をすることと

します。 

 

（３）経営形態の見直し 

   経営形態の見直しについては、前述した「再編・ネットワーク化」との関わり

が非常に深いため、現状の経営形態を維持し、平成２４年度中に市民の意見を拝

聴しながら、平成２５年度までに最終的な判断をすることとします。 

 

２ 評 価 

 

市立中央病院運営委員会において、平成２３年度の状況について報告し、以下の

とおり評価を受けました。 

 

  改革プランの最重要課題である常勤医師数は、平成２２年度末では目標値の１０

名に達したが、平成２３年７月末に１名の退職があり、以降常勤医師確保に向け努

力されたものの増員はかなわず、平成２３年度末の目標数値の１１名に対して２名

不足しています。   

各種指標では、一部の指標で目標数値に達しているものがあり、改革プラン当初

と比べると改善傾向が見られますが、常勤医師不足の影響もあり、平成２２年度と

の比較では減少傾向のものがありました。特に病院経営の根幹と言える入院収益は、

改革プランの数値とはかけ離れていて、依然厳しい経営状況にあるといえます。 

なお、各種指標に対する平均の進捗率（達成率）は単純計算で８７％となり、目

標に対し１３ポイントの不足となっています。 

次年度へ向けては、今年度の目標数値に達しなかった項目についてはもちろん、

今年度目標を達成した項目においても、次年度に向け更なる経営努力を期待します。    

そのためには、他の目標数値へ波及する要因が大きい常勤医師の早期の増員、ま

た看護師を確保することなどにより患者の受入態勢の整備の強化が重要であると

考えられます。 

 



資料　１

市立中央病院改革プラン２００８

平成２３年度実績報告書



記載例

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画

実績

進捗率

コメント

状況 評価

改革プランに基づく項目名を記載しています。

改革プランに基づく項目内容を記載しています。

各項目の実施状況について
記載しています。

各項目の状況を計画と比較して評価を行っています。

　　　　ＡＡ：計画を上回ったもの
　　　　Ａ　：計画どうりのもの
　　　　Ｂ　：計画をやや下回ったもの
　　　　　　　若しくは、計画を下回ったが改善傾向にあるもの
　　　　Ｃ　：計画を大きく下回ったもの
　　　　―　：現時点で評価しがたいもの

評価に対してのコメントを記載していま
す。



（１）　収支の改善に係るもの

①

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 9人 10人 11人

実績 7人 9人 10人 9人

進捗率 100% 100% 82%

コメント

②

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 95.5% 96.1% 100%以上

実績 95.6% 94.2% 98.9% 97.9%

進捗率 99% 103% 98%

コメント

③

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 93.7% 94.6% 99.0%以上

実績 79.9% 84.3% 90.0% 88.9%

進捗率 90% 95% 90%

コメント

状況 評価

　常勤医師を確保し診療収益の増収を図り、３年後において９９％以上を目指します。

　常勤医師の確保と市外で治療を受けている人を呼び戻し、診療収益の増収を図り、３年後
において経常収支の均衡を目指します。

状況 評価

医業収支比率（医業収益対医業費用）

　経常収支比率は９７．９％で、改革プランの計画値１００％に対し２．１ポイント及ばなかっ
た。また、一般会計から２億円の損失補填を受けており、損失補填分を差引いた経常収支
比率は、９０．１％となる。

Ｂ

Ｂ

　常勤医師数

経常収支比率（総収益対総費用）

　病院の根幹となる常勤医師の確保に最大限努力し、３年後、１１人以上の体制を目指しま
す。

　改革プランの最重点課題である常勤医師の確保については、２２年度末では目標人数に
達したものの、７月末に１名が退職したことにより、２３年度の目標値に比べ２名減となって
いる。

状況 評価

　改革プランに比べ、医業収益で１４６，５０４千円減、医業費用で１１３，０９６千円増であり、
医業収支比率は８８．９％で、改革プランの９９．０％に対し１０．１ポイント低い数値となっ
た。　しかし、計画当初から比べると、９．０ポイント高い数値となっており改善傾向はうかが
える。

B



④－１

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 50.5% 50.0% 49.0%以下

実績 60.6% 56.6% 52.6% 55.2%

進捗率 89% 95% 89%

コメント

④－２

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 63.0% 61.9% 60.0%以下

実績 75.8% 69.7% 65.1% 67.6%

進捗率 90% 95% 89%

コメント

（２）　経費削減に係るもの

①

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 17.2% 17.6% 18.0%以下

実績 20.6% 21.1% 19.9% 19.5%

進捗率 82% 88% 92%

コメント

②

職員給与比率（職員給与費対医業収益）※非常勤医師の賃金を除く

　職員配置の適正化及び医業収益増により、３年後において４９．０％以下を目指します。

状況 評価

　職員給与費は目標値に比べ、９６，６６１千円の増額となっている。これは法定福利費の増
加、退職手当の支出が大きく影響していると考えられる。
　職員給与費比率は、目標値に比べ６．２ポイント高い数値となったが、計画当初から比べ
ると、５．４ポイント低い数値となっており改善傾向はうかがえる。

非常勤医師の賃金を含む職員給与比率

B

状況 評価 Ｂ

　前述の「職員給与比率（職員給与費対医業収益）※非常勤医師の賃金を除く」に対する参
考項目

状況 評価 B

　材料費は、目標値に比べ、２７，１４７千円の増額となり、材料費比率は目標値に比べ１．５
ポイント高い数値となったが、計画当初から比べると、１．１ポイント低い数値となっており改
善傾向はうかがえる。

経費対医業収益比率

　目標値に比べ７．６ポイント高い数値となったが、計画当初から比べると、８．２ポイント低
い数値となっており改善傾向はうかがえる。

材料費対医業収益比率

　材料費は、患者数の増減により変動するものですが、薬品、診療材料の購入額の節減を
図るため、市立中央病院を始め全国で約９７０の自治体病院が加盟している「全国自治体
病院協議会」での共同購入についての検討結果により、薬品、診療材料等の共同購入を推
進するとともに、診療材料の在庫量の適正化を引き続き実施し、効率的な運用を図ります。



内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 32.0% 31.0% 30.0%以下

実績 36.1% 33.5% 32.9% 32.2%

進捗率 96% 94% 93%

コメント

（３）　収入の確保に係るもの

①

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 74.7% 79.9% 85.0%以上

実績 46.2% 54.4% 65.2% 64.5%

進捗率 73% 82% 76%

コメント

②

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 18日以下 18日以下 18日以下

実績 18.9日 16.6日 17.6日 16.9日

進捗率 108% 102% 107%

コメント

③－１ １日平均患者数（入院）

　入院患者の平均在院日数は、目標数値に対し、１．１日少ない数値に収まっている。

平均在院日数

　１０対１の手厚い看護を実施していくには、平均在院日数は２１日以下を維持しなければな
りませんが、地域性や市立中央病院の役割を考えると、平均在院日数に影響を及ぼす慢性
期や長期療養の患者さんの入院にも応じなければなりません。急性期、慢性期の患者さん
の役割を適正に保ち、今後も平均在院日数（一般病床のみ）１８日以下を維持します。

状況 評価 ＡＡ

状況 評価 Ｂ

　委託料を含む経費については、物価の高騰により増額となる可能性が高いが、更に節減
意識を保ちながら、契約については、規則の範囲内で単年度契約から複数年度契約への
変更に取り組むなど３年後には３０．０％以下とします。

状況 評価 Ｂ

　延べ入院患者数は目標数値に比べ、１１，９８１人減となっている。
　病床利用率は、目標値に比べ、２０．５ポイント低い数値となるが、計画当初から比べると
利用率は１８．３％高い数値となっており、改善傾向はうかがえる。

　経費は、目標値に比べ、１７，４９９千円の増額となり、経費比率は、目標値に比べ２．２ポ
イント高い数値となったが、計画当初から比べると、３．９ポイント低い数値となっており改善
傾向はうかがえる。

病床利用率（提言病床１５４床による利用率）

　常勤医師不足により、診療体制の縮小が余儀なくされ受入が困難となっている。病床利用
率は、常勤医師が充足され、多くの入院患者の受入が可能となれば改善せれるものである
ことから、常勤医師の充足に取り組み、３年後の病床利用率を８５％以上とします。但し病床
の削減が必須条件となります。



内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 115人 123人 132人

実績 71人 84人 100人 99人

進捗率 73% 81% 75%

コメント

③－２

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 260人 278人 288人

実績 251人 277人 312人 286人

進捗率 107% 112% 99%

コメント

④－１

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 29,783円 28,625円 28,796円以上

実績 32,409円 33,621円 32,187円 31,920円

進捗率 113% 112% 111%

コメント

④－２ 患者１人１日当りの診療収入（外来）

　入院患者１人１日当りの診療単価は、目標値に比べ３，１２４円高くなっており、年度当初
から良好な状態にある。

患者１人１日当りの診療収入（入院）

　患者１人１日当りの診療収入は、病院収益の根幹を成し、病院の機能度を反映するもので
あって診療科目、医療機器の整備状況、医療職員の質、量とも深い関わりがあります。
　３年後には、一般・療養入院診療単価２８，７９６円以上を目指します。

状況 評価 ＡＡ

　１日平均外来患者数は、目標値と比べて２人減であり、ほぼ目標値どおりとなっている。

１日平均患者数（外来）

　診療体制の縮小に伴い患者数は大幅に減少している。患者数は病院の立地条件、診療
圏の大きさと医療需要の量、他の医療機関の設置状況及び整備の状況、交通事情及び病
院の持つ患者の吸引力により左右される。
　患者数は診療収入の根幹となるため、常勤医師の充足を図り診療体制を整え、また、患
者吸引力を高め、３年後の１日平均外来患者数を２８８人とします。

状況 評価 Ａ

　１日平均入院患者数は、目標値に対して３３人減となっているが、計画当初から比べると２
８人多い数値となっている。これは、平成２２年７月から整形外科の常勤医が２名体制となり
入院患者が増加ことが影響している。

　診療体制の縮小に伴い患者数は大幅に減少している。患者数は病院の立地条件、診療
圏の大きさと医療需要の量、他の医療機関の設置状況及び整備の状況、交通事情及び病
院の持つ患者の吸引力により左右される。
　患者数は診療収入の根幹となるため、常勤医師の充足を図り診療体制を整え、また、患
者吸引力を高め、３年後の１日平均入院患者数を１３２人とします。

状況 評価 Ａ



内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 9,195円 9,363円 9,400円以上

実績 9,316円 8,988円 8,597円 9,084円

進捗率 98% 92% 97%

コメント

⑤

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 12,900人 14,000人 15,000人

実績 10,491人 11,065人 13,297人 11,295人

進捗率 86% 95% 75%

コメント

（４）　経営安定性に係るもの

①

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 6.4% 6.5% 6.1%

実績 26.6% 18.9% 16.4% 17.5%

進捗率 34% 40% 40%

コメント

（５）　医療機能の確保に係るもの

　一般会計繰入額（収益的）は、目標値に比べ、２４０，２５８千円の増額となっている。従っ
て、対医業収益比率は、目標値に比べ１１．４ポイント高い数値となった。２億円の損失補填
を受けており、このことが大きく影響しているが、計画当初から比べると、６０，５０８千円の
減額となっており改善傾向はうかがえる。

一般会計繰入金対医業収益比率

　一般会計操出金については、平成１５年度からの５年間だけで約２３．５億円にも上ってい
ます。
　今後、更に経営改善に取り組み、３年後には減収補填無しで収支の均衡を図ります。
　比率については、平成１９年度の約７４％減の７．０％以下とします。

状況 評価 Ｂ

　健診受診者数は、目標値に比べ３，７０５人の減となっている。年度末での健診システム入
替による受入の抑制が影響していると考えられるが、計画当初から比べると８０４人増えて
おり、改善傾向はうかがえる。

健診受診者数

　健診の受診者についても、医師不足による影響で年々減少しているが、健診だけの収支
は黒字となっており、平成２０年４月からの「特定健診」及び「特定保健指導」が平成２１年度
から受託できれば、健診システムを導入しても採算性は充分保つことが可能です。更に人
間ドックも拡充し、３年後には平成１９年度受診者数１３，５４２人の約１０．８％増の受診者を
受け入れます。

状況 評価 Ｂ

　外来患者の１人１日当たりの診療単価は、目標値に比べ３１６円低くなっている。外来患者
数は、堅調を維持し目標値に達していることから、収益的には比較的良好な状況を推移して
いる。

　患者１人１日当りの診療収入は、病院収益の根幹を成し、病院の機能度を反映するもので
あって診療科目、医療機器の整備状況、医療職員の質、量とも深い関わりがあります。
　３年後には、外来診療単価９，４００円以上を目指します。

状況 評価 Ｂ



①

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 2,350件 2,600件 2,850件

実績 1,938件 2,321件 2,101件 2,078件

進捗率 99% 81% 73%

コメント

②－１

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 37回 37回 37回

実績 49回 45回 48回 48回

進捗率 122% 130% 130%

コメント

②－２

内容

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

計画 900人 900人 900人

実績 768人 757人 617人 640人

進捗率 84% 69% 71%

コメント

　改革プランでは、平成１９年度並みの数（９０３人）を維持することを目標としているが、受
診者数が減少していることから、今後のへき地診療のあり方については、県の地域保健医
療計画との整合を図る必要があるため評価しがたい。

へき地巡回診療（受診者数）

　3年後の巡回診療の受診者数は、平成１９年度（９０３人）並みの数を維持します。

状況 評価 ―

　改革プランでは、平成１９年度並みの数（３７回）を維持することを目標としているが、受診
者数が減少していることから、今後のへき地診療のあり方については、県の地域保健医療
計画との整合を図る必要があるため評価しがたい。

へき地巡回診療（回数）

　道路整備の進展及び社会環境の変化により、へき地医療の所期の目的は達成されたと
の認識もありますが、山梨県の地域保健医療計画との整合を図りつつ当面は巡回診療を
継続していきます。
　受診者が年々減少していることや医師の確保が困難となっていることからへき地巡回診療
の存廃については今後の検討課題とします。
　3年後の巡回診療の回数は、平成１９年度（３７．５回）並みの数を維持します。

状況 評価 ―

　救急患者取扱件数は、目標値と比べると７７２人の減となったが、計画当初から比べると、
１４０人増えており改善傾向はうかがえる。
　なお、大月市消防署の救急出動件数１，０７６件のうち市立中央病院へ手配した回数は８
３２件で、この内受入れ回数は６０６件であり、７２．８％の受入れ率となっている。

救急患者取扱件数（休日・夜間）

　東部医療圏域において二次救急医療機関として病院郡輪番制の基に休日・夜間の救急
医療を行っていますが、平成１６年度以降常勤医師不足のためほとんどの当直医は非常勤
医師です。
　今後、常勤医師の充足に努め３年後には平成１９年度（２，１８４件）の３０％増の受入を目
指します。

状況 評価 Ｂ



平成２３年度末　経営指標等　進捗状況

増　　減 達成率 評価

11 人以上 9 人 -2 82% Ｂ

100.0 ％以上 97.9 ％ -2.1 98% Ｂ

99.0 ％以上 88.9 ％ -10.1 90% Ｂ

49.0 ％以下 55.2 ％ 6.2 89% Ｂ

60.0 ％以下 67.6 ％ 7.6 89% Ｂ

18.0 ％以下 19.5 ％ 1.5 92% Ｂ

30.0 ％以下 32.2 ％ 2.2 93% Ｂ

85.0 ％以上 64.5 ％ -20.5 76% Ｂ

18 日以下 16.9 日 -1.1 107% ＡＡ

132 人以上 99 人 -33 75% Ｂ

一般 96 人以上 74 人 -22 77% Ｂ

療養 36 人以上 25 人 -11 69% Ｂ

288 人以上 286 人 -2 99% Ａ

9,400 円以上 9,084 円 -316 97% Ｂ

15,000 人以上 11,295 人 -3705 75% Ｂ

7 ％以下 17.49 ％ 10.5 40% Ｂ

2,850 件以上 2,078 件 -772 73% Ｂ

37 回 48 回 11 130% ―

900 人 640 人 -260 71% ―

※　評価の欄は、各項目の状況を計画と比較して次のように評価を行っています。

　　　　ＡＡ：計画を上回ったもの
　　　　Ａ　：計画どうりのもの
　　　　Ｂ　：計画をやや下回ったもの
　　　　　　　若しくは、計画を下回ったが改善傾向にあるもの
　　　　Ｃ　：計画を大きく下回ったもの
　　　　―　：現時点で評価しがたいもの

円以上28,796

外　来

入　院
111%3,124円31,920

年度末常勤医師数

医業収支比率

経常収支比率

内
訳

へき地巡回診療

平均在院日数

患者１人１日
当り診療費
(自費分を除く）

入　院

外　来

健診受診者数

一般会計繰入金
対医業収益比率

（含療養）

救急患者取扱件数

ＡＡ

１日平均
患者数

実績

材料費対医業収益比率

経費対医業収益比率

病床利用率（提言病床数）

目標値

職員給与費比率
（含・非常勤医師賃金）

職員給与費比率
（除・非常勤医師賃金）



平成２３年度末　収支計画　進捗状況

１．収支計画　（収益的収支）

目標値 実績 増減 達成率

１．医　　業　　収　　益　　　　　　　　　　　ａ 2,343 2,196 -147 93.7%

　（１）　料　　金　　収　　入 2,190 1,945 -245 88.8%

　（２）　そ　　の　　他 153 251 98 164.1%

　　　　うち他会計負担金 59 104 45 176.3%

２．医　　業　　外　　収　　益 105 298 193 283.8%

　（１）　他会計負担金・補助金 85 280 195 329.4%

　（２）　国　（県）　補　助　金 8 7 -1 87.5%

　（３）　そ　　の　　他 12 11 -1 91.7%

経　　　常　　　収　　　益　　　　　　　　　（Ａ） 2,448 2,494 46 101.9%

１．医　　業　　費　　用　　　　　　　　　　　ｂ 2,358 2,471 113 95.4%

　（１）　職　員　給　与　費　　　　　　　　　ｃ 1,115 1,211 96 92.1%

　（２）　材　　料　　費 402 429 27 93.7%

　（３）　経　　　　　費 689 707 18 97.5%

　（４）　減　価　償　却　費 145 119 -26 121.8%

　（５）　そ　　の　　他 7 5 -2 140.0%

２．医　　業　　外　　費　　用 80 76 -4 105.3%

　（１）　支　　払　　利　　息 30 28 -2 107.1%

　（２）　そ　　の　　他 50 48 -2 104.2%

経　　　常　　　費　　　用　　　　　　　　　（Ｂ） 2,438 2,547 109 95.7%

10 -53 -63 -18.9%

１．特　　別　　利　　益　　　　　　　　　　（Ｄ） 0 0

２．特　　別　　損　　失　　　　　　　　　　（Ｅ） 0 0

特　別　損　益　　（Ｄ）－（Ｅ）　　　　　　（Ｆ） 0 0 0

10 -53 -63 -18.9%

1,319 1,298 -21 101.6%

100.4% 97.9% -2.5% 97.5%

99.4% 88.9% -10.5% 89.4%

47.6% 55.1% 7.5% 86.3%職員給与費対医業収益比率　ｃ　/　ａ　×１００

（単位：百万円）

支
　
　
　
　
出

経　　常　　損　　益　　（Ａ）－（Ｂ）　　　　　　（Ｃ）

特
別
損
益

純　　　損　　　益　　　　　　　（Ｃ）＋（Ｆ）

累　　　積　　　欠　　　損　　　金

経　常　収　支　比　率　　　　（Ａ）/（Ｂ）×１００

医　業　収　支　比　率　　　　　ａ　/　ｂ　×１００

収
　
　
　
　
入



２．収支計画　（資本的収支）

目標値 実績 増減 達成率

１．企　　　業　　　債 50 50 0 100.0%

２．他　会　計　出　資　金

３．他　会　計　負　担　金 60 81 21 135.0%

４．他　会　計　借　入　金

５．他　会　計　補　助　金

６．国　（県）　補　助　金 298

７．そ　　　の　　　他

　　　　　収　　　入　　　計　　　　　　　　　　　　　（ａ） 110 429 319 390.0%

うち翌年度へ繰り越される支出の財源充当額（ｂ）

前年度許可債で当年度借入分　　　　　　　　　（ｃ）

　　　　　純計（ａ）－｛（ｂ）＋（ｃ）｝　　　　　　　　（Ａ） 110 429 319 390.0%

１．建　　設　　改　　良　　費 50 393 343 12.7%

２．企　　業　　債　　償　　還　　金 124 111 -13 111.7%

３．他会計長期借入金返還金

４．そ　　　の　　　他 3

　　　　　支　　　出　　　計　　　　　　　　　　　　　（Ｂ） 174 507 333 34.3%

64 78 14

１．損　益　勘　定　留　保　資　金 64 78 14

２．利　益　剰　余　金　処　分　額

３．繰　越　工　事　資　金

４．そ　　　の　　　他

計 64 78 14

３．一般会計等からの繰入金

目標値 実績 増減 達成率

(  15,540 ) (  215,056 ) (  199,516 ) 7.2%

144,000 384,258 240,258 37.5%

(  0 ) (  0 ) (  0 ) （―）

60,000 80,764 20,764 74.3%

(  15,540 ) (  215,056 ) (  199,516 ) 7.2%

204,000 465,022 261,022 43.9%

※　（　）内は基準外繰入金額（内数）

合　　　　　　　　　　　　　計

収　　益　　的　　収　　支

資　　本　　的　　収　　支

補
て
ん
財
源

収
　
　
　
　
入

（単位：百万円）

（単位：千円）

支
　
出

差　引　不　足　額　（Ｂ）－（Ａ）




